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聖霊降臨節第 6 主日礼拝 説教「掌（てのひら）の傷」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2017 年 7 月 9 日  

イザヤ書 49 章 14～21 節 マタイによる福音書 6 章 22～34 節 

ある方にとっての拘りが、別の方にと
っては、まったく逆のものとなることが
ありますが、そうしたことは、礼拝を献
げる私たちの中でも起こりうることです。
そして、そういう私たちが明るく、楽し
く、前向きに過ごすため、その大きな力
となるものが、聖書の御言葉であり、信
仰でもありますが、ただ、そのためには、
それぞれの思いが置かれているところを
互いにしっかりと見つめ、そこから物事
を始める必要があります。ですから、そ
ういう意味で、私たちが、こうして信仰
をもって聖書の御言葉に聞いて行くには、
それぞれの拘りとその違和感とをまずは
しっかりと胸に抱えねばなりません。 

そこで、主の御前にあって、私たちが、
今、確認したことは、それぞれの思いは
必ずしも同じではないということです。
このことはつまり、教会は、一致という
ことを語りながらも、現実は必ずしもそ
うではないということです。また、だか
ら、そのような事態を克服せねばならな
いのですが、それは、主の御前における
ふさわしさ、正しさというものを、ある
種の拘りをもって問い続けてきたのが、
キリストを頭とする教会だからです。特
に、プロテスタント教会に属する私たち
は、ルターが、聖書のみ、信仰のみ、と
語ったように、御言葉と信仰への拘りを
捨ててしまっては、それこそ、私たちが、
私たちであり続けることもできません。
ですから、私たちが、信仰的、聖書的拘
りをもって、あらゆる事柄に臨むのは当
然のことです。 

けれども、では、そうした拘りと拘り
とがぶつかり合い、そこで、一致できな
い状況が生じたとして、もっと言えば、
拘りをもって福音を語りながら、そこに
愛のない状況が生じ、共同体全体を支配
するようなことがあったとしたら、そう
した姿は、主の教会としてのふさわしさ、
正しさを表していると言えるのでしょう
か。もちろん、そうではない。だから、
ますます正さねばとの思いに駆られ、自
らの拘りの正しさを主張し、相手を打ち
負かすまで、そうした戦いが続けること
にもなるのでしょう。ただ、そこには温
度差もあります。だから、正しさと正し
さのぶつかり合いはまた、共同体全体の
思い煩いの種ともなり、そのため、多く
の人々は、疲れ果て、途方に暮れ、絶望
に近い気持ちまでも抱くことにもなるわ
けです。「主は私を見捨てられた。私の
主は私を忘れられた」(ｲｻﾞﾔ 49:14)とあ
るのは、そのような時の私たちの気持ち
のそのままを語ってくれているようにも

思います。けれども、この御言葉はまた、
そうした特殊な状況だけを語るのではあ
りません。神様に多くを期待する私たち
が、受け入れがたい事態に直面したとき、
つまり、苦しみを苦しみとして、悲しみ
を悲しみとして、自らが引き受けなけれ
ばならないような状況に置かれたとき、
私たちが真っ先に思うことは、「神様に
見捨てられたと」いう思いだからです。
しかも、信仰によって、そうした思いが
薄められるどころか、ほとんどの場合、
逆に、濃くなっていくものです。 

そのようなとき、｢私はあなたを忘れ
ることは決してない｣との神様の言葉や、
｢明日のことまで思い悩むな。｣とのイエ
ス様のお言葉を聞き、私たちは、それで
本当に慰められ、励まされるのでしょう
か。答えは逆です。なぜなら、そのよう
なとき、私たちは、本気で悲しんでいる
し、本気で苦しんでいるからです。です
から、そのような私たちにとって、御言
葉は、恐らく、おざなりで、通り一遍の
ものと聞こえることでしょう。しかし、
それは、御言葉に期待する者にとっては
残酷なことであり、返って、惨めさを募
らせることにもなるのでしょう。親子の
縁の薄い子どもに向かって、事情も分か
らずに、「ご両親が悲しむよ」と、そう
言って聞かせるのと同じで、手の届かな
いところにある理屈ほど、期待する者に
とって辛いことはないからです。ただ、
ある者には慰めを、またある者には牙を
むくのが御言葉ではありません。 

こうして信仰を与えられていようとも、
私たちは、そもそも思い煩いから完全に
解放されたわけではありません。むしろ、
その反対に、信仰ゆえに思い煩うことが
多いのです。だから、イエス様も、思い
煩うなと仰っているわけで、それゆえ、
イエス様の「信仰薄い者たちよ」との呼
びかけに対して、私たちクリスチャンは、
そのまま肯くしかありません。ただ、そ
う言われることは、とても辛いことでも
あります。だから、何とかしようと、私
たちは思うのですが、けれども、結果、
ますます思い悩むことにもなる。ですか
ら、そう考えると、何のための信仰かと
も言えるのですが、けれども、そこには、
誤解があるように思います。だから、御
言葉というものが自分に牙をむく残酷な
ものだと、人は、単純な決めつけをして
しまうのです。 

イエス様は、野の花、空の鳥と私たち
とを比べ、私たちの方が価値があると仰
います。ですから、そのことをただ喜ん
でいればいいのが、私たちなのですが、
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ところが、それが難しい。あれもこれも
と思うのが私たち人間で、だから、イエ
ス様もまた、神か富か、どちらか一つに
するようにと詰め寄るのです。ただ、そ
れにしてもどうして野の花、空の鳥にで
きることが、私たちにはできないのでし
ょうか。思い煩うことの理由が、この、
野の花、空の鳥のようには行かないとい
うところにあるように思います。それは、
私たちには、神様の造られたこの世界の
ありのままをありのままに見ることがで
きないからです。 

私たちの多くは、手を伸ばせば、直ぐ
に神様の良き御心に触れることができる、
だから、御心をその手に収めねばならな
いと、そう思い込んでいるところがあり
ます。だから、手が届かないことに思い
悩み、苦しみ、絶望するのです。また、
それだけに、手を伸ばし、欲しいものを
手にすることばかりを願ってしまうので
しょう。ところが、野の花も、空の鳥も、
そうではない。手が届く届かないを問わ
ず、神様が造られこの世界で、その与え
られた命をただ全うすることだけを目的
として生きている。このことはつまり、
野の花の美しさ、空の鳥の自由さとは、
神様に一切を委ねきっているところに理
由があるということです。では、それが
できない私たちは、常に思い煩うだけの
毎日を過ごさねばならないのでしょうか。
明るく、楽しく、前向きにと言われてい
ることは、かけ声倒れということなので
しょうか。答えは、その反対です。私た
ちの神様は、私たちに何かしてくれるか
ら神様なのではなく、期待するものに手
が届こうが届くまいが、私たちにとって、
神様は、どこまでいっても神様なのです。 

イエス様が仰る神の国と神の義につい
ては、信仰薄い私たちが、普通に考えて
も望みようもないものです。ところが、
私たちはそれを求めることができる。そ
れは、生ける神様が私たち一人一人のこ
とをよくご存じだからです。それも、た
だ知っているというだけではありません。
イザヤ書の 49:16 で「見よ、私はあなた
を私の手のひらに刻みつける」(イザヤ
49:16)とあるように、掌の真ん中に、そ
の名前が刻みつけられているのです。時
に、イエス様の十字架と復活を伝える福
音は、私たちにとって残酷なものと響く
ことがあり、そのために、自らを惨めだ
と思ってしまうことがある。それゆえ、
その拘りがまた、自分自身を追い詰める
ことにもなる。ですから、そんな私たち
が、明るく、楽しく、前向きに生きるこ
となど望むべくもないのでしょうが、け
れども、私たちの手の中に何もないと思
えるその時、こうして神様を礼拝し、私
たちは知るのです。神様の御手にある自
分の名を見出し、時に残酷だと思い込む
神様の御心を通して、私たちは、こうし
て生きているということの意味を知るの
です。 

自分の力で拘りを捨て去ることのでき
る者はおりません。そのため、私たちは、
あらゆるところに手を伸ばし、あらゆる
ものを自分の力で欲しいだけ手に入れ、
自分自身を飾り立てようとする。それこ
そ、信仰という装いをもってしてまで、
自分自身を飾り立てようとすることがあ
るのです。だから、それが叶わないとき、
その気持ちを絶望という形で言い表し、
神様は残酷だと、自分は何と惨めなのか
と、そう決めつけてしまうのです。けれ
ども、その私たちに語られているものが
福音である以上、御言葉を残酷だと感じ
るその思いを誤魔化し、無理にいいもの
だと思い込もむ必要もありません。それ
をするから、信仰はつまらないものとな
るし、信じてもしょうがないということ
にもなるのです。 

御言葉は、拘りを捨て去ることのでき
ない私たちに、手の届かないところがあ
ることを教え、そして、手の中に何もな
い惨めさを噛みしめる私たちに向かって、
福音を福音として語るのです。そして、
福音を信じる私たちは、自分の名前が、
十字架という形をもって、神様の御手に
しっかりと刻みつけられていることを知
るのです。だから、礼拝する私たちは、
その信仰がどんなに薄く、浅く、物足り
ないものであっても、命というものはす
べて、それが、神様の御手の中に消し去
ることのできない形で刻みつけられてい
ることを知り、野の花、空の鳥のように、
神の義と神の国を求め、歩み続けること
ができるのです。 

私たちの生涯は、ドラマのように美し
く、見るべきものばかりに囲まれている
わけではありません。それぞれの手には、
様々な拘りが握りしめられ、ですから、
そういう私たちがこうして集められてい
る以上、思い悩みの種が尽きることあり
ません。ただ、残酷だと思い込む神様の
仕打ちも、惨めだと思う情けない自分の
姿も、拘りを捨て去ることができずにい
る私たちにとって、神様の御心を知るた
めの恵みでもあるのです。だから、気づ
きが与えられた私たちは、そこで、変え
られていくのです。また、だから、その
先に、私たちは、必ず神の国を見ること
になるのです。 

私たちは、これからも、それぞれの拘
りゆえに思い煩いの扉を次々と開け続け
ることになるのでしょう。しかし、臆す
る必要はありません。私たちのその名は
すでに神様の掌(手のひら)に刻みつけら
れており、そのことをこうして神様を礼
拝する度に、私たちは知らされているわ
けです。ですから、この事実にしっかり
と立ち、明るく、楽しく、前向きに、こ
れからも共に過ごして参りたいと思いま
す。 
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